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いうご講演をお願いし、 また、大谷文夫先生に「京大地殻変動観測に携わった 40 余年」というお
話をしていただけることになっております。このほか、強震動予測で顕著な業績を挙げておられる
入倉孝次郎先生にお話いただこうと考えておりましたが、残念ながら日程が合わず、今回は見送り
となりました。 
火山学の分野では、前回、須藤先生に、阿蘇火山を中心とした京大の火山学研究の歴史をお話い
ただきましたが、今回は、石原和弘先生に「東南アジアの火山研究－京大の海外貢献」というタイ
トルで、ある意味、京大らしいとも言える「海外フィールドワーク」の一端をお話いただけること
になっております。気象学・地球電磁気学の分野では、前回、山元先生と佐納先生に、京大におけ
る気象学・地球電磁気学研究の歴史を詳しくお話いただきましたが、今回は、これらの分野で国際
的な研究の流れのなかで、京大の果した役割という観点から、加藤 進先生には「地球電磁気学研
究で京大の果した役割」、廣田 勇先生には「国際気象界のなかの日本－京都から何が発信されたか」
というタイトルでご講演をお願いしております。きっと若い人を鼓舞する元気のでるお話を聞かせ
ていただけるのではないかと期待しております。 
そして、総合討論は、前回と同様に荒木 徹先生に司会をお願いしてあります。あまり時間がと
れなくて申し訳ないですが、活発なご討論をお願いいたします。 
それでは尾池先生、最初のご講演をお願いいたします。 
